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士
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一
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量
読
に
就
い
て
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・
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・
・
・
・
・
経
由
主
主
松
岡
孝
鬼

読

苑

ケ
イ
ン
ズ
の
基
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的
均
衡
関
係
・
・
・
・
程
一
宮
宇
土
中
谷
貰

世
帯
統
計
に
就
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
空
御
率
士
岡
崎
文
規

貸
借
針
照
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礎
的
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・
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・
・
・
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由
櫛
闘
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士
熊
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吉
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老
齢
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庭
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・
・
・
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経
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跡
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雑
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要
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題



平

債

切

下

、
論

を

駁
.
す

汐

見

三

郎

第

陶
、
畢
便
切
下
論
の
擡
頭

の

「
金
の
幣

禁
止
を
解
き
、
圓
を
震

に
復
せ
し
め
る
と
、
強
ち
景

気
が
立
直
る
や
う
に
考

へ
ら
れ
て
る
た
・

然
箆

稚

解
覆

の
會

に
於
て
.
内
外
の
情
勢
が
不
利
に
讐

、

荷

好
景
氣
が
暴

挙

・
却
っ
て
盃

凧

。労

奨

に
馨

て
行
く
の
で
、
財
界
は
非
常
に
失
望
し
た
の
で
あ
る
。
喜

生
発

の
皐

慣
切
下
繋

び
其

前
提
ξ

叢

出
再
禁
止
論
で
あ
る
。
業

爲
禁

三
+
八
弗
を
示
・
壽

代
に
帥
時
穫

解
禁
を
署

し
藷

者
踊

食

皐

傷

下
請
の
先
駆
と
な
っ
て
呆

全
國
の
各
階
級
に
よ
び
か
け
て
ゐ
・
・
金
の
欝

禁
止
は
必

ず
馨

に
於
て
葎

に
萎

霧

ね
ば
な
ら
ぬ
主

張
・
た
里

の
人
は
、
大
馨

争

直
ち
に
金
の
轍
出
を
禁

止
レ
、
盤

切
下
を
断
行
せ
よ
と
藷

紙
上
で
主
張
・
て
る
ら
れ
・
。
財
界
の
欝

は
馨

の
頭
に
も
著
し
暴

化

を
齎

し

た

も

の
と

見

え

る

。

煽
る
～
者
は
藁
を
、
つ
か
む
と
云
ふ
・　口葉
が
あ
・
が
、
・
れ
恰
も
現
在
の
財
界
を
形
容
す
・
に
参

し
か
る
文

句
で
あ
、
.株
償
の
最
高
の
時
代
に
株
姦

保
と
し
て
墓

の
融
通
を
謬

、其
の
新
た
な
養

金
で
更
に
大
な
る

富
を
築

い
た
所
の
企
業
家
は
、
今
や
楼

が
暴
落
し
て
動
・
が
・
れ
な
垂

っ
て
ゐ
・
・
餐

慧

全

う
に
下

卒
値
「切
下
論
を
駁
ナ

.

第三十三巻六九七'第五號六七



卒
頂
切
下
論
を
駁
す

第
三
十
三
巻

六
九
八

第
五
雛

六
八

ち
ず
、
.借

金

の
利
子
は

契
約
通

り

に
支
彿

は
ね
ば
な
ら
す

、
何

と
か
し

て
局
面
を
打
開

し
た

い
の
で
あ

る
。
恰

も

英

図

は
本

年
九

月

二
十

一
月
午

前
零
時

に
金
本
位
制

を
停

止
し
、
場
外
爲
替

は
二
割

下
落

し

、
或

は
二
割

位
は
金

貨

の
卒
償

を
切

下
げ

る
の

で
な

い
か
志
云

ふ
想
像
説
も
起

っ
て
来

た
。
李
.償
切
下

の
結

果
は
貿
易

外
収

入

の
重
要

な
.る
.項

月
を
占

む

る
海
運
収

入

の
増
加

と

し
て
現

は
れ
、
更

に
綿

製
品

の
減
債

も
亦
英
図

の
貿
易
収

入

に
好
影

響

を
及
ぼ
し
、
.雨
着
相
俟

っ
て
英
国

の
國

際
貸

借

に
好
影
響

を
與

へ
、
我
国

の
国
際
貸
借

に
悪
影
響
を
加

ふ
る
も

の

と
直
載

せ
ら
れ

た
の
で
あ

る
。
銭

に
従
来

閑
却

せ
ら

れ
て
る
た
季
慣

切
下
論
及
び
其
目
的

を
達
す

る
手
段

と
し
て

の
金
楡
出
再

催

吐
論
が

.
溺

れ
ん
と
す

る
者

に
射

し
天
来

の
幅
音

の
噸

・
響

い
に
の
で
あ

る
。
小
慣

習
維
持

し
て

み
る
間

に
側

を
責
卸

し
て
、
切
下

の
後

に
圓

を
買
戻

し

、
以

て
亘
額

の
利
益
を
得

ん
と

し
、
叉

は
少

く
と
も
圓
責

に
ま

ゆ
李
償

切
下

の
災
難

を
見

れ
ん
と
す

る
の
が

、
其

一
で
あ

る
。

か

、
る
思
惑
を
し
な

い
ま

で
も
、
卒
慣
切
下

に
よ
り
株

償

の
騰
貴

を
計

り

、
借
金

の
減

少
と
共

に
螢
賃

の
實

質
的
低
下

を
計

り
、
以

て
好
景
気
を
招
来

せ
ん
と

す
る

の
が
高
其

の
二
で
あ

る
。
實

に
李
償
切
下

論
と
金
輸

出
再
禁

止
論
と

は
漏

る

～
者

に
取

っ
て

つ
か
む

べ
き
藁

で
あ

っ
た
。

.

醗

つ
で

思

ふ

に
、

日
本

の
財

政

は
赤
字

を
出

し
て
み
る
。
満
洲

に
兵

を
動
か
す
事

に
よ

っ
て
少

く
と

も

一
時
的

に
は
財
政

の
赤

字
を
増
さ
ね
ば

な
ら

兎
。

日
貨

排
斥
が
貿

易

に
影
響

す

る
事

も
少
く
な

い
。
国
家

の
財

政
と
民
間

の
財
界
と
が

、
比
較

的
緊
張

し
て
み

る
際

に
、

日
本
国

民

の
中

に
は
自
國

の
本
位
貨

を
責

っ
て
、
他
国

の
貨

幣

に

つ
か
ん
と
し

て
み
る
も

の
が
あ

る
と
云
は

れ
て
る
る
。
而

も
識
者
が

、
李
慣
切
下

論
を
財
界

救
濟

の
特

効
藥

の
如

く
宣
傳

す

る
事

と
怠

る
と
、
域

は
月
本

の
圓

は

マ
y
ク
の
徹
を

ふ
み
、
民
衆

を

し
て
…逐
に
藁

を

つ
か
ま
し
む
事

と



な

る
の
を
恐

る

～
の
で
あ
・る
。

こ
れ
卒
慣
切
下

論

に
謝
し
反
駁

を
加

ふ
る
所
以

で
あ

る
。

第
二
、
畢
檀
切
下
論
の
誤
謬

一
九

二
五
年

に
金
解
禁

の
先
鞭

を

つ
け

た
英
国

が
、
山
ハ
年
間

の
苦

心
を
無
駄

に
し

て

一
九

三

一
年
九
月

に
逡

に

金
本
位

を
停

止
し

た
の
で
あ

る
。

こ
の
事

は
、
我

国

の
亭
偵

切
下

論
者

に
非
常
な
力
強

さ
を
與

へ
、
日
本
も
亦
其

の
跡

を
逐

ふ
べ
し
と

の
議

論
を
生

す

る

に
至

っ
た

の
で
あ

る
。
然

し
英

國

の
財
政
及
び
財
界

は
我
國

の
財
政
及

び

財
界

と
鯨
程
其
事
情

を
異

に
し
て

み
る
。
例

へ
ば
英
國

の
国
債

総
額

は
約
七
百
億
圓

に
上

り
、
利
子

だ
け

で
も
三
十

五
億
圓

に
し

て
歳
出
総
額

の
約
五
割

を
占

め
て
み

る
。
而
し

て
十

二
億

圓
と
云

ふ
赤
字

で
脅

さ
れ

て
み
た
の
で
あ

っ
六
。
其
結
果
直
犠
税

の
負
,撫
も
重

き

に
す
ぎ

.
租
税
負
憺

の
過
大

が
資
本

の
海

外
逃
避

に

】
層

の
力

を
そ

へ
た

程

で
あ

る
。
加

ふ
る
に
英
図

の
財
界

の
特
長

は
世
界

金
融

の
中

心

に
し

て
他
國

よ

り
の
短
期

資
金
が
多

く
集

ま

る

事
に
存
し
て
み
ゑ

從
て
財
政
並
び
に
財
界
の
信
用
が
動
揺
す
・
と
、
此
等
の
短
期
資
金
は
磨

に
外
國
覆

締

す
る
の
で
あ
る
。
我
國
の
財
政
は
英
國
比

し
て
確
か
に
馨

が
あ
る
。
直
接
税
の
負
澹
も
英
国
に
比
較
し
て
軽

い
も

の
で
あ

る
。
加

ふ
る
に
我
國

は
世
界

の
金
融

の
中

心
を
遠

ざ

か
り

、
他
国
よ
り
直
ち

に
回
牧

せ
ら

れ
る
短
期

資

金
が
徐
計

に
は
存
し

て
み
な

い
の

で
あ

る
。

こ
れ
日
本

が
英
国

の
先
鞭

に
な
ら

ふ
を
要
し
な

い
理
由

で
あ

る
。

然

ら
ば
英
国

と
事
情

を
異

に
せ
る
我
國

が
金
輸
出

の
再
禁

止
を
行
は
ん

と
す

る
の

に
は
、
何

か
重
要

な

る
事
情
が

無

け
れ
ば

な
ら

糟
。
卒
償

切
下
論
者
及
び
金
轍
出
再
止
禁

論
者

の
云

ふ
所
を
分

つ
と
、
大

鎧
次
の
三

つ
に
す

る
事

が
出

来

る
。

擢

切
下
磐

攣

.

第
三
+
三
巻
.

六
九
匹

第
五
號

六
九



早
便
切
下
論
を
駁
す

.

第
三
十
三
巻
、

七
〇
Q

第
五
號

七
Q

物
償

騰
貴

に
依

っ
て
生
産
物

の
便

格
を
上

ぼ
し

、
以

て
従
来
支
梯

つ
た
高

き
生
産

費

を
支
辨

し
企
業

に
安
息
を

與

へ
得

べ
し
と
す

る
の
が

、
我

が
}牛
慣

切
下
論
者

の
唱

ふ
る
第

一
の
理
由

で
あ

る
。
然

し
我
困
民

の
消
費

す
る
衣

服
及

び
建
築

材
料
等

は
原
料

を
外
國

に
仰
ぎ
、
從

て
孕
償

切
下
は

一
般
物
償

の
騰
貴

を
促
が

し

,
や
が
て
は
　労
賃

及
び
原

料
品

の
慣

格
も
高
ま
り
.
結
局

の
所

は
牧
支

が
相
償
は
な

い
や
う

に
な

っ
て
く
る
の
で
あ

る
。

い
は
ゴ
特

殊

の
商

品
の

み
が
騰
貴

し

て
他

に
及
ば
ざ

る
僅

か
の
間

に
、
特
殊
商

品

の
生
産

に
従
事

せ
る
人

を
し
て
E
利

を
牧

め
し

め
ん
と

す
る
の

で
あ

る
。

第

一
に
亭
償
切
F

倫
滑

は
貨

幣
償

格
を
下
落

せ
し

め
る
事

じ

.ら

て
債
務

に
苦

し
鞭
者

に
射

し
致
捲
を
軽
城

井

し

め
ん

と
す
る
目
的

を
有

し
て
み
る
。
然

し
李
慣
切

下
は
軍

に
事
業

資
金

に
關
係

す
る
債
務

を
軽
減

す

る
の

み
な
・
「

ら
す

、
更

に
凡
て
の
債
権

、
帥
ち
預

金
、
俸
給

、
労
賃
等
萄

く
も
貨

幣
額

で
示
さ

れ
た
も

の
を
切
下
げ

る
事

と
な

る
の

で
あ

る
か
ら
、
必
ず
し
も
肚
會

全
般

の
爲

め

に
歓
迎

す

べ
き
も

の
と

は
云

へ
な

い
。
濁
逸

の

マ
ル
ク
の
暴
落

ラ
を

　ロコレを
　
　　
　
レロじ
ワお

　

　

　

⊂
陽

に
差
禦

¢
看
力
義

カ

ー
イ

ン
フ
ラ
チ
ォ

ン
は
債
幣

の
、偵
,格

を
少

く
す

る
も

の
で
あ

る
か
ら

.
富

豪

の
富

を
奪

っ
て
貧

乏
人

に
與

へ
、
結
局
貧
富

の
懸
隔
を
緩

和
す

る
も

の
で
あ

る
」

と
云

っ
た
が
、
其
結

果
は
正

に
正
反
射

で

あ

っ
た
。

マ
ル
ク
々

一
兆

分
の

一
に
切

下
げ

、

貧
富

の
懸
隔

を

一
層
不

孝
等

な
ら
し
め
た
事

は
、
我
等

の
記
憶

に
明

か
な

る
虞

で
あ

る
。
李
慣
切
下

論
者

の
中

に
圓

の
五
割
切
下
を

ロ

に
し

て
る

る
入
が
あ

る
。

一
割

の
減
俸

で

も
不

孝
が
あ

っ
た
の

に
、
暗
打
的

に

一
盛

に
五
割

の
減
俸

を
行
び
、

五
割

の
郵
便
貯

金
の
切
下

を
行

ひ
、
五
割

の

保
険

金

の
切
下

を
行
ひ

、
そ
れ
で
肚
會

の
秩
序

が
保

っ
て
行
け

る
で
あ
ら
う

か
。
特

に
我
國

に
於

て
は
卸
責
物
償

指
歎

に
比

し
て
小
責
物
儂
指
歎

の
下

落

の
程
度

が
緩
慢

で
あ

っ
て
、
俸
給
生
活
着
及

び
勢
働
者

の
生
活
費

が
割
高



と
な

っ
て
み

る
か
ら
、
尚
更

此

の
政
策

は
之

を
避
け
ね
ば
な
ら

ぬ
。
要

す

る
に
雫
償
切
下
論

は
杜
會

の

一
部

分

の

人

に
利
益

を
與

へ
、、
以

て
富

の
分
配
組
織

を
憂

更
す

る
虞

が
あ

る
。

第

三

に
国

際
貸
借

に
特

に
力

を
入

れ
る
孕
慣

切
下

論
者

は
、
英
國

の
船
舶

の
運
賃

が
英

國

の
膀

が
下
落
し

た
爲

め

に
割
安
と
な

b
、
日
本

の
船

舶
が
之
と
競
争

し
得
ざ

る
が
矯

め

に
我
国

も
金
楡
出
再
禁
止
及

び
李
償
切
下

を
行

ふ
べ
し
と

論
ず

る
の
で
あ

る
。

こ
れ
亦

、
比
較

的
短
時

日

の
状
勢

を
見

た
る
議
論

で
あ

る
、
硬
貨

が
下
落

せ
ば
英

国

の
船
舶

の
運
賃
も
自

ら
昂
騰

す

べ
く
、
運
賃

の
割
安

は
硬
貨

が
下
落

し

て
他

の
物
償

に
影
響

を
及

ぼ
さ
ざ

る

一

瞬
時

の
み
で
あ

る
。
同
様

に
圓

の
切

下
を
行

へ
ば
、

一
時

的

に
は
我

が
海
運
界
が
優
越

の
地
位

を
占
む

る

に
難

く

な

い
が
、
し
ば
ら

く
す
匹
ま
叉
箋
誤

こ
夏

ず

る
D
f
ら

る
。

1

5
}

'「-
】J
i
イ

,

'
〔
一
噛̀

♂
.

か
く
の
如
《
叢

出
再
歪

に
得
率

偵
切
下
は
、
或
は

一
的
時
に
國
内
物
慣
の

一
部
を
釣
上
げ
る
事
に
よ
っ

て

一
部
關
係

者

に
利
益

を
與

へ
、
叉

は
國
際
物
償

準
準

の
低

下

に
よ
り

一
時
的

に
は
我
が
国
際
貸
借

を
有
利

に
導

、

く

か
も
知

れ
な

い
。
然

し
少

し
く
時

日
を
経
過

す
れ
ば
物
慣

に
生
産
費

に
勢
賃

に
地
な
ら

し
が
行

は
れ
・
切

下
前

と
同
様

と
な

る
傾
向

が
考

へ
ら
れ

、
更

に

一
部
肚
會
又

は

一
部
階
級

の
犠

牲

に
依

っ
て
他

の
肚
會

叉

は
他
の
階
級

が
浮
び
上
が

る
影
響
も
あ

る
。
か
か

る
影
響

に
就

い
て
は
何
ら
煽

れ

る
庭
な
く
、
唯
軍

に
李
償
切
下

を
以
て
好
景

気

招
来

の
萬
能

楽

の
如

く
説

く
の
は
、
李
償

切
下

論

の
誤

謬

で
あ

る
。

第
三
、
卒
偵
切
下
の
實
行
難

か
く
の
如
、
殺

切
下
論
は
肇

の
誤
謬
を
含
ん
で
ゐ
・
。
若
し
儒

景
気
を
夢
み
て
覆

切
下
を
行

へ
ば
、

覆

切
下
論
を
撃

・

第
三
+
三
巻

七
・

一

籌

號

主

(



卒
憤
切
下
論
を
駁
す

第
三
+
三
巻

七
〇
二

第
五
號

七
二

必
然

的

に
イ

ン
フ
レ

エ
シ
ヨ
ン
を
起
し

、
第

.一
の
切
下
は
第

二
の
切
下
を
呼

起

し
、
第

二
の
切
下

は
第

三

の
切
下

を
促

し
、
結
局
錦

す
る
威
を
知
ら
な

い
の

で
あ

る
。
從

て
か

か
る
塞
氣

の
中

で
金
輸
出
再
禁

止
を
行

へ
ば
爲

替

は

下

落

す

る
の
み
で
あ

る
。
若

し
爲
替

を
安

定

せ
し
め
ん
と

せ
ば
、
輸

入
超
過

を
抑

へ
、
國
際
貸
借

を
改
善

せ
ね
ば

な
ら

ぬ
事

と
な
り

、
結

局
切
下
を
行
は
す
現
状
を
維
持

す

る
の
と
同
じ
結
果
を
示
す
も

の
で
あ

る
。
現
在
爲
替

が

安
定

し
て
み

る
も

の
を
不
安
定

に
し
、
不
安
定

の
後

に
更

に
之
を
安
定

せ
し

め
ん
と
す

ろ
の
が
、
李
償

切
下

を
目

的
と

す

る
金
輸

出
再
禁
止
論

の
落
着

く
庭

で
あ

る
.
帥

ち
第

一
段

に
現
ム
ー
の
緊
縮

政
策

の
緩

和
を
圖
ら

ん
爲

め

に

ヘ

へ

手
綱
を
ゆ

り⇔
め

引し
中
間
景
気

を
作

b
、
第

二
陵

に
、鵡
も
以
上

の
群
論

　

に
際

し
翼

に
々

H
よ
う
以
⊥

の
張

詠
緊
縮

政
策

を
將
來

に
と

る
と
云

ふ
二
段

の
手
績

き

に
依

る
事

を
豫

恕

し
て
、
初

め
て
孕
償
切
下
が

比
較
的
無

事

に
行

は

れ

る
の

で
あ

る
。
然

ら
ず
ん
ば
爲
替

の
落
潮
と
不
換
紙

幣

の
増
登
と
が

、
因
と
な

り
果
と
な
り

、
物
償

に
零
を

つ

け

る
競
争

と
な

り
、

マ
ル
ク

の
二
の
舞

を
演
ず

る

に
至
る
か
ら

で
あ

る
。

匿

の
逃
廼

の
勢

が
甚

だ
し

く
、
日
本

銀
行

の
正
貨
準
備

が
激
減

し
、
発
換

不
能

の
危
険
が
甚

だ
し
く
な

れ
ば

、

或

は
必
然

的

に
金
楡
出
禁
止

の
政
策

に
出

ね
ば

な
ら

ぬ
か
も

知
れ
な

い
。
然

し
日
本
銀
行

の
正
貨
準
備

の
減

少

に

も
自

ら
限
度

が
あ

り
、
從

て
原

則
と
し

て
轍
出
禁
止

の
政
策

に
出

な
く

て
も
す
ま
す
事

が
出
来

る
と
信

じ

て
み

る
。

そ

れ
は
次

の
三
理
由

に
基

く
。

第

一
に
我
国

の
最

近

の
貿
易

状
態
を
見

る

に
輸

入
超
過
額

が
激
減

し
、
國
際
貸
借

の
改
善

が
顯
署

で
あ

る
。
而

も
圓

の
思
惑

さ

へ
な
け
れ
ば
輸

入
超
過

額

は
貿

易

外
受
取
勘
定

に
て

ト

ン
ー

と
な
る
事
が
出

来

る
。

第

二

に
外
貨

公
債

を
買

ふ
薦

め

に
圓

が
逃
避

す

る
と

せ
ば

、

金
利

の
關
係

に
よ
り
其
勢

が
殺
が
れ
、
叉
外
貨

公



債
の
襲

に
限
り
あ
る
薦
め
に
量

的
に
呈

せ
ら
れ
る
事
と
な
る
。
殊
に
年
季

融
の
關
係
上
・
募

は
金
の

輸

出

は
制
限

せ
ら

れ
る
事

に
な

る
で
あ
ら
う
。
金

の
輸
出

に
付
き
人

な

る
關
係
を
有

し
て
み
る
の
は
銀
行

で
あ

る
。

然

る
に
、
大

預
金
者

の
中

に
は
従
来

銀
行

に
於

け

る
定
期
預
金
を
引
出

し
て
圓

の
思
惑

を
行

翫
者
が
あ

る
よ
う

で

あ

る
か
ら
、
銀
行
自
身

は
自

衛
上
相
當

の
準
備
を

心
要

と
し
、
自

動
的

に
思
惑
を
抑
制

せ
ね
ば
な
ら
な

い
・

第
三

に
圓

よ
り
も
弗

が
安
全

な

る
の
理
由

を
以

て
金

の
輸
出

を
圖

る
者

が
あ
る
が

、
今

日

に
於

て
は
圓

は
必
ず

し
も
不
安

定

で
な

く
、
叉
弗

は
必
ず
し
も
安

全
と
云

へ
な

い
の
で
あ

る
、

こ
の
事

は
最

.近

の
米
國

の
財
界

の
切
痕

せ
る
藩

を
見
れ
ば
明
か
で
あ
・
。
殊
旨

本
の
銀
行
を
捨
て
て
、
米
国
の
銀
行
・
預
金
す
皐

は
米
國
財
界
の

現
状

に
鑑

み
、
か
な
13
注
意

を
必
要

と
す

る
の
で
あ

る
。

こ
の
前

に
導
儂
切

下
論
が
唱

へ
ら

れ
し
時

に
、
圓

を
責

っ
て
膀
を
買

ひ
、
今

日

の
榜

の
下
落

に
よ

り
結

局
損

し

た
人
が
あ

っ
た
、
弗

の
思
惑

を
す

る
人

に
付

い
て
も

か

＼

る
事
が
絶
無

な
り
と

は
、
誰

が
言
ひ
得
ら
れ
や
う
。

第
四
、
固

を

擁

護

せ

よ

以
上

の
如

く
、
李
償
切
下
と

中
間
景
気

の
製
造
と
を

目
的

と
せ

る
金
輸
出

再
禁
止
論

は
本
質
的

に
誤
謬
を

有
し

且

つ
貴

行

に
困
難

で
あ

る
。
然

し

こ
れ
は
財
界

人
が
常
識
を
以

て
行
動
す

る
と
假
定

し
た
る
場
合

の
事

で
あ

る
。

會

己
に

一
部
の
人
の
間
に
行
は
ミ

が
聖

、
圓
を
纏

的
・
嫌
ひ
、
弗
を
縫

的
・
貴
ぶ
が
聖

傾
向
落

人

す

る
と

、
人

は
凡

て
外
貨
又

は
金
貨
又

は
物

に
圓

を
交
換

せ
ん
と

す
る
努
力

を
始

め
、
勢

の
赴

く
庭

は
本
位
貨

の
磨
止

に
ま

で
行

く

の
で
あ

る
。
卒

償
切
下
論
を
唱

ふ
る
人

は
曰
く
、
「
物

が
高

く
な

れ
ば

そ
れ

は
そ
れ
程
好

い
事

震

切
下
論
最

す

第
三
+
三
巻

七
。
一=

第
五
號

七
三



雷

切
下
論
姦

す

第
三
+
三
巻

七
。
四

箋

號

西

は
な

い
で
は
な

い
か
」
と

。
而

し

て
大

正
時
代

に
口
を
極

め
て
欧
洲
大
戦
中
及
び
後

の
商
物
償

を
攻
撃

し
た
論
壇

が
、
昭
和

の
今

日
に
は
正
反
封

の
事

を
唱

へ
る
程

に
、
時

代
は
健
忘

症

に
か
か

っ
て

み
る
。
若

し
、
貨

幣
償
値
を

下
げ
て
物
警

.?

し
、
・ヒ
れ
で
財
界
の
立
蓋

し
が
纂

　

の
な
ら
ば
、
世
の
中
に
財
界
の
蓬

策
ほ
ど
易

々
た
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
悪
貨
姦

遣
せ
よ
、
不
換
紙
幣
を
培
奪

よ
、
・
れ
が
帥
ち
財
界
の
安
蛋

と
な
る

筈
で
あ
、
が
、
之
は
何
人
も
承
認
の
出
養

い
所
で
あ
・
。
若
し
物
慣
の
上
垂

が
無
條
件
に
肚
會
の
爲
め
に
な

.。
あ

な
ら
ば
、
何
故

某

欝

が
恰
も
物
慣
騰
貴
の
擾

中
の
大
正
七
年
に
起
つ
た
の
で
あ
ら
　
か
・
物
罐

葉

、
し
-
ふ
も

の
は
常

に
必
中
し

も
肚
會
全
禮
を
幸
幅

に
す

う
も

潔

ば
な

い
・
永
・芳

姓

ゆ

乱
釣
灘
旧

内
発

小

　
え

もコ

ご

　

ノ
く

で

　

ご

ド　

ロ

に　

ピ

ご

タ

景
気
を
夢
み
、
更
経

塞

般
を
見
す

蔀

階
級
の
利
箏

以
て
肚
墓

讐

繁
榮
と
見
る
が
如
き
は
・
余
の
と

ら

な

い
所

で
あ
.る
。

如
何
に
薔

な
る
銀
行
で
あ
っ
て
も
預
金
者
が

一
盛
最

付
け
・
來
れ
ば
直
ち
に
亡
び
る
も
の
で
あ
る
・
如
何

に
薔

な
.、
貨
騎

度
を
翌

・
て
も
國
暴

箋

し
て
自
國
の
本
位
纂

を
去
り
他
國
の
貨
髪

は
品
物
に
安

住
の
地
を
求
め
ん
と
せ
ば
、
其
の
国
民
経
済
は
獲

せ
ら
れ
・
の
で
あ
・
・
故
・植

園
の
本
位
貨
幣
を
下
落
せ
し

め
る
肇

は
交
戦
国
間
に
於
て
往
々
行
は
れ
る
所
で
あ
・
。
か
の
大
正
+
二
年
覆

に
行
は
れ
た
る
佛
國
と
猫
逸

と
の
窪

、
看

よ
り
饗

す
れ
ば
濁
逸
幕

の
マ
多

と
佛
国
貨
.幣
の
フ
・
ン
あ

筆

あ

っ
た
・
雨
國
共

に
自

画
の
本
位
貨
の
擁
護
の
薦
め
に
大

い
に
職

つ
た
の
で
あ
る
。
被
占
領
地
地
方
の
濁
逸
人
が
中
立
国
設
立
を
断
念
し

胆
國

擁
護

に
傾

い
た
の
は
、
決

し

て

フ
ラ

ン
安

定

多

・
下
落

の
時

で
な
矢

多

ク
安
定

フ
ラ

ン
下
落

の
時

で

あ
っ
た
。
今
や
我
國
は
財
政
上
纒
濟
上
の
重
大
時
機
に
直
面
し
て
み
る
、
国
民
は
我
等
の
本
位
貨
た
る
圓
を
擁
護



す

べ
く

決

し

て
圓

を

見

棄

て

る
様

な
事

が

あ

っ

て
は

な

ら

な

い
。
然

る

に
恰

も
此

時

に
投

機

熱

に
浮

か
さ

れ

て

正

貨

を

海

外

に
流

出

す

る
事

に
努

む

る
人

が

あ

り

、
又

之

を

煽

動

し

て

み

る
人

が

あ

る
と

云

ふ
説

が

あ

る
が

、
余

は

之

を

信

じ

た

く
な

い
の
で

あ

る
。
勿

論

、
金

の
李

償

解

禁

に
失

望

し

て

み

る
矢

先

に
、
特

効

薬

と

し

て
準

償

切

下

論

が

唱

へ
ら

れ

て
来

た

の

で
あ

る

か
ら

、
圓

責

に
出

る

の
は
替

利

人

と

し

て
は
當
然

の
心

理
状

態

で
あ

っ
て

、

余

も

誠

情

的

に

は
其

の
気

持

を
善

く
理

解

す

る
事

が

出

来

る
。
然

し
圓

責

そ

れ
自

膿

が
圓

の
切

下

を
加

蓮

度

的

に

一

層

促

進

せ

し
む

る
事

を

考

へ
る
と

、
此

の
戚

情

を

去

っ
て
理

知

的

に
行

動

せ
ね
ば

な
ら

な

い

の

で
あ

る
。
圓

を

擁

護

せ

よ

、
圓

を

擁
護

す

る
事

が

牢

償

切

下

を

行

ふ

必
要

を

絶
無

に
し

叉

は
少

く

と

も
其

程

度

を
最

少

限

に
止

ま

ら

し

む

る
も

の

で
あ
、る
。

か

く

し

て
圓

を
擁

護

す

る
事

が

即

ら
.財

界

及

び
肚

會

を
安

定

せ

し

姪

る
所
以

と

な

る

臼

最

後

に
遺

憾

に
耐

え

な

い
の

は

、
季

償

切

下

論

金
輸

出

再

禁

止

論

の
起

る

に
至

っ
た

一
宇

の
責

任

が

現
内

閣

の

最

近

の
行

動

に

か

か

っ
て

み

る
事

で
あ

る

。
行

政
整

理

、

財

政

整

理

、
税

制

整

理

の
三

大

政

策

を
掲

げ

な

が

ら

、

内

外

の
反

封

あ

れ
ば

直

ち

に
撒

回

し

、
實

行

と

い

ふ
最

後

の

一
段

に
於

て
は
徒

ら

に
プ

ロ
グ

ラ

ム
倒

れ

に
陥

ら

ん

ヘ

ン
　モ
コ

フ
　
　
ドア
しト

レ
ラ
さ

ラ
リ
　
　
コ

にのも
う

モ
　　
　ラ
ヨオ
ぬヒ
ほう
こ
しのぎずし
り
ち　
ダ

ロ

　

ロしら
ロコ

ひ

　

　

コ

ド

と

つ

る
何

挿

を
黄

頚

¢

ぞ

¢

て
壽

る

、
庭

笏

¢
β

ダ

¢
翌

翌

力
鼻

弘

を

往

け

て
み

る
隣

で
あ

る
の

に
韮

ら

す

、

政

策

の
途

行

に
難

色

の
あ

る
矯

め

に
、

現
内

閣

は

或

は
金

輸

出

再

禁

止

を

行

ふ
心
算

に
あ

ら

ざ

る

か
叉

は

牢
慣

切

下

を

行

ふ
下

心

に
あ

ら

ざ

る

か

の
危

惧

の
念

を

一
般

民

心

に
與

へ
る

の

で
あ

る

、
而

し

て
此

の
缺

陥

に
食

ひ

入

り

金

輸

出

再

禁

止

論
及

び
李

償

切

下

論

が

近

來

俄

か

に
論
壇

を

支

配

せ
ん

と

し

て
み

る
の

で
あ

る
。
国

家

の
難

局

に
慶

し

て

、
自

信

あ

る
政
策

を
樹

立

し

且

つ
其

の
政

策

を

必
ず

實

行

ず

る
事

を

爲

政

者

に
望

ま

ざ

る
を

得

な

い
。

か

く

し

て
圓

を

擁

護

し

同
時

に
杜

會

を

安

定

せ
し

む

る
事

が

出

来

る

の

で
あ

る
。

平
慣
切
下
論
を
駁
す

第
三
十
三
巻

七
〇
五

第
五
號

七
五


